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１．概要（Summary） 

細胞増殖の過程において、分化の促進及び抑制は、

足場材料で制御可能であると考えられており、特に、足場

材料として培養皿表面の形状が増殖能や分化誘導性な

どに影響を与える可能性がある。そこで、本課題では、表

面形状および表面の化学修飾基の両面から細胞培養に

適した高機能培養皿の作成を目的として研究を行う。具

体的には、1.5 μm オーダーの凹凸パターンを持つ    

48 wellおよび6 wellの培養皿を用意し、培養実験により

それぞれ維持培養、または分化誘導に適した形状を明ら

かにすることを最終目標としている。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ナノインプリント装置 Obducat “Eitre 3” 

【実験方法】 

まず、あらかじめμオーダーのピラーパターンを作

成した Si を型として、ナノインプリント装置を用い

てゼオノアフィルム（日本ゼオン株式会社）に Fig. 1 

(a)のような配置で熱ナノインプリントを施し、コピー

モールドとする。次に、作成したコピーモールドを型

として Fig. 1 (b)のような配置で熱ナノインプリント

を施すことでポリスチレンフィルム上にピラー形状

を得た。その後パターニングしたポリスチレンフィル

ムを培養皿底面にシリコーン樹脂を用いて貼り付け

を行う。 

Fig. 1 The Nanoimprint process 

 (a) copy mold (b) sample 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

コピーモールド作成において使用したナノインプリント

プロセス条件の一例をTable 1に、ポリスチレンフィルムに

ナノインプリントを施した際使用したプロセス条件を Table 

2に示す。 

Table 1 nanoimprint condition for copy-mold  

       (concave pattern) 

Table 2 nanoimprint condition for sample  

       (concave pattern) 

 

上記ナノインプリント条件によりピラー形状をポリスチレ

ン表面に作成した。Fig. 2 に示すのは、原子間力顕微鏡

により、表面の観察を行った結果である。ピラー形状が一

様に作成されていることが明らかとなった。以降、骨芽細

胞培養を行う予定である。 

 

 

Process 

Temperature (℃) 
Pressure 

(barr) 

Time 

(sec) 

Air 

cooling 

(%) 
concave pattern 

1 180 10 60 100 

2 180 40 120 100 

3 120 40 5 100 

4 120 0 0 100 

Process Temperature (℃) 
Pressure 

(barr) 

Time 

(sec) 

Air 

cooling 

(%) 

1 130 20 30 100 

2 130 40 300 100 

3 70 40 30 100 

4 70 0 0 100 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 The surface profile of the polystyrene film 

patterned by nanoimprint apparatus 

 

４．その他・特記事項（Others） 

該当なし 
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